2013総会-（参考１）

国連CEFACT日本委員会

サプライチェーン情報基盤研究会
規約
－　目　次　－
サプライチェーン情報基盤研究会規約
サプライチェーン情報基盤研究会会費規程
2012年3月22日制定
サプライチェーン情報基盤研究会
規　　約

（設置）
第１条　国連CEFACT日本委員会の規約第７条第１項から第３項の規定に従い、作業部会としてサプライチェーン情報基盤研究会（以下「研究会」という。英文名：Supply chain Information Platform Study Group：SIPS）を設置する。
（目的）
第２条　研究会は、我が国の企業が海外との取引、または海外への進出において、日本と対象国のサプライチェーン情報基盤の相互運用性を確保することにより、相互の企業にとってサプライチェーンの安全性と効率化を図り、日本を含む取引関係各国が形成する経済産業ネットワークの構築により、国際経済社会の成長を牽引することを目的とする。
（事業）
第３条　研究会は、前条の目的を達成するため次の活動を行う。
（1） 各国サプライチェーン情報基盤の相互運用性を確保するための国際標準化の推進
（2） 国際標準に基づく我が国サプライチェーン情報基盤の推進
（3） 国際標準に基づく各国サプライチェーン情報基盤の構築提案に関する活動

（4） グローバルサプライチェーン情報連携のニーズ調査
（5） グローバルサプライチェーン管理の研究
（6） その他前条の目的を達成するために必要な活動
（会員）
第４条　第２条の目的に賛同する企業および組織は、幹事会の承認を得て研究会の会員となることができる。
（総会）
第５条　研究会に総会を置く。
２　総会は、会員をもって構成する。
３　総会は、事業年度終了後、原則として３カ月以内に開催し、議長がこれを招集する。
４  総会は、会員の過半数の出席をもって成立し、その議決は出席会員の過半数をもってこれを行う。可否同数のときは議長の採決に従う。
５　総会の議事進行は、議長または議長が指名した代行者がこれにあたる。
６　総会は、研究会の運営に関する重要事項を議決する。

７　総会には、関係行政機関その他研究会が特に認める機関は、オブザーバーとして参加することができる。
（役員）
第６条　研究会に議長１名および監事２名以内を置く。必要に応じて２名以内の副議長を置くことができる。
２　議長、監事および副議長は、総会において選任する。
３　議長、監事および副議長の任期は、原則１年とし、再任を妨げないものとする。
４　議長は、研究会を代表し、業務を統括する。
５　副議長は、議長を補佐し、議長の都合あるいは議長が欠けた時は、その職務を代行する。
６　監事は、研究会の収支決算について監査し、総会に報告する。
（参与および顧問）
第7条 研究会の活動を補佐する目的で参与および顧問を置くことができる。
　２　参与は、学識経験者およびその他有識者等から、幹事会の議決を経て委嘱する。参与は、第３条に掲げる研究会の事業を推進するにあたって、専門的な助言を行う。

　３　顧問は、幹事会の議決を経て委嘱する。顧問は、研究会の事業運営にあたって、円滑な事務遂行に関わる助言を行う。
（幹事会）
第８条　研究会に、研究会事業の企画・運営のために幹事会を設置する。
２　研究会の会員は、幹事会に委員を派遣することができる。
３　幹事会は、総会への付議事項の審議および研究会の運営と事業の実施に必要な事項の企画および調整等を行う。

４　幹事会は、第３条に掲げる研究会の事業を推進するための調査を行うとともに、研究会の成果等の普及広報を行う。

５　幹事会は、第３条に掲げる研究会の事業を推進する必要に応じて開催するものとし、幹事会委員長がこれを招集する。
６　幹事会は、幹事会委員の過半数の出席をもって成立し、その議決は出席委員の過半数をもってこれを行う。可否同数のときは幹事会委員長の採決に従う。
７　幹事会の委員の任期は、原則１年とし、再任を妨げないものとする。
８　幹事会に委員長を置き、委員の互選により選任する。
（タスクフォース等）
第９条　幹事会の下に、必要に応じて国際標準化推進、国際連携、国際標準の国内実装等、第３条に掲げる研究会の事業を推進するための課題について検討するタスクフォース（TF）を設置することができる。
２　タスクフォース（TF）は、幹事会の議決をもって設置することができる。
３　研究会の会員は、タスクフォース（TF）に委員を派遣することができる。
４　タスクフォース（TF）にリーダーを置き、タスクフォース（TF）委員の互選により選出し、幹事会にてこれを承認する。

５　タスクフォース（TF）には、会員に加えて、幹事会が認める業界代表、有識者等が参加できる。
 (入会)
   第１０条　研究会への入会は、別に定める入会申込書を事務局に提出し、幹事会の承認を得なければならない。
 (退会)
   第１１条　会員が研究会を退会する場合は、別に定める退会届を提出しなければならない。
（会費）
   第１２条　会員は、別途定める所定の会費を納めなければならない。
（資産）
   第１３条　研究会の資産は、次のものよりなる。
（１） 会費
（２） 資産から生じる収入
（３） 事業に伴う収入
（４） 寄付金品
（５） その他の収入
   ２．研究会の運営および事業の実施に要する経費は、資産をもって支弁する。
（事業年度）
第１４条　研究会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。
（事務）
第１５条　研究会の運営および事業の実施に関する事務は、幹事会が承認した企業・組織に委託することができる。
（所在地）
   第１６条　研究会は主たる事務所を東京都文京区に置く。

（その他）
第１７条　研究会は総会の議決により解散する。
附　　則（２０１２年３月２２日）
１．サプライチェーン情報基盤研究会は、２０１２年４月１日をもって設立する。 

以上

（別紙１）
サプライチェーン情報基盤研究会 入会申込書
   年   月   日
サプライチェーン情報基盤研究会議長
　　○○　○○　　様

参加機関名

（企業または団体等の名称）
代表者氏名 


（氏名）　　　　　　　　　　　　　
サプライチェーン情報基盤研究会への入会を希望いたします。

参加会費は○○／口を負担します。
・連絡窓口


氏名：
所属：


役職：


住所：


TEL：


FAX：


電子メール：
（別紙２）
サプライチェーン情報基盤研究会退会届
   年   月   日
サプライチェーン情報基盤研究会議長
　　○○　○○　　様

参加機関名

（企業または団体等の名称）
代表者氏名 


（氏名）　　　　　　　　　　　　　
住  所
下記の理由により、貴会からの退会を希望いたします。
・退会理由
記入者氏名
所属及び役職
連絡先
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(目的)
第１条
この規程は、サプライチェーン情報基盤研究会(以下「研究会」という)規約第12条に基づき、研究会の会費に関する基本的事項を定める。
(会費)
第2条 研究会会員の会費は、1事業年度毎とし、次のように定める。


（１）会員会費　１口
５００，０００円


（２）会員は１口以上を負担する。
２．研究会会員は、会費を事業年度開始後１ヶ月以内に、事業年度開始後入会する場合は、入会承認日の属する月の翌月末日までに、それぞれ一括で納入する。
３．一旦納入された会費は、原則として返納しない。
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